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1.緒 言

カ リヤ ス(MiseanthustinctoriusHack.)は イ ネ科 に 属 す る草 本1)で あ って,わ が 国 で は

古 代 よ り近 江 伊 吹 山 が 産 地 と して名 高 く 「近 江 刈安 」 の 名 が あ る.本 邦 の 近 畿,中 部 地 方

は 主 産 地 で 標 高300～800m,の 草 原 地 帯 に群 生 して お り,刈 安 の 名 を 持 つ 山 ・峠 ・山村 が

古 来 か ら知 られ てい る.晩 秋 に 茎 を 刈 り取 って黄 染 々料 と した 歴 史 は 大 古 の こ と と思 わ れ

るが,刈 り取 りが 容 易 な の で 「刈 り易 し」 が 言 源 と も坊 間 に 伝 わ っ てい る.八 丈 島 の 「黄

八 丈 」 に 用 い られ る コ ブナ グサ(ArthraxonhiopidusMakino)も 刈 安 の 名 が あ り,区 別 す

るた め,「 近 江 刈 安 」 に 対 して 「八 丈 刈安 」 と呼 ぼ れ て い る.い つ れ も熱 湯 で黄 色 素 を抽

出 して灰 汁 媒 染 に よっ て布 を染 め る.色 素 の成 分 も フ ラ ボ ン系2)の 同 じもの とされ て い る.

延 喜 式3)巻14の 雑 染 用 度 には,キ ハ ダや クチ ナ シ と共 に カ リヤ スが 用 い られ て い る が,そ

の 刈安 草 は 巻15内 蔵 寮 の諸 国年 料 供 進 の項 に 「苅 安 草 一 千 園 ・近 江 國五 百 園 ・丹 波 國五 百

園 ・並 交 易 所 進 」 の記 事 が あ っ て,伊 吹 山 や 丹 波 高 原 で採 取 され た カ リヤ ス が使 用 さ れ た

こ とが 明 白 で あ ろ う.キ ハ ダ と クチ ナ シは延 喜 式 に も直 接 染 め で あ っ て灰 汁 を用 い な い が,

カ リヤ ス染 め は 「深 黄 」 「浅 黄 」 の黄 染 め)/YVI._灰の 記 載 が あ り,浅 黄,」 疋 の染 色 の み に

灰 が 除 か れ て い る.紫 染4)に お い て の 椿 灰 汁 の 挙 動 と紅 染 を なす とき の藁 灰5)汁 の 作 用 を

明 らか に して きた が,本 研 究 は カ リヤス の 水 溶 性 成 分(染 着 因子)の 中 に 助 剤 とな る もの

が 存 在 す る か,あ るい は,灰 汁 に よ ってcoverさ れ る も の は何 か.さ らに 各種 金 属 塩 に よ

る媒 染 効果 を も知 るた め に 本 研 究 を 行 な った.

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験布

上代から使用されているBombyx属 の家蚕絹糸を用いて織った淡黄白色の未晒絹布を

用いた.木 綿は天竺未晒木綿布を絹 と併用 した.

*自 然科学研究室
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2.1.2カ リヤ ス

江 州伊 吹 山 産 の カ リヤ ス(昭 和51年11月 採 集)を 茎 部1cm長 に 切 断 して用 いた.水 分

=9 .81%,灰 分 ・=5.97%,メ タ ノ ール 可 溶 分=10.00%.

2.1.3椿 灰

日本在 来種 の ヤ マ ツバ キ の葉 を,京 都府 綴 喜 郡 男 山 の 山 中 で 昭 和51年5月9日 に採 集 し,

これ を風 乾 の後 に古 法 に よっ て灰 化4)し た もの を用 い た.

2.1.4椿 灰 汁

2.1.3の 椿 灰 をstockし て,必 要 に 応 じて 飽 和 溶 液 を 造 り,使 用 に 当 っ て倍 量 の 水 で稀

めph=9.6で 用 い た.

2.2カ リヤ ス水 溶 性 成 分 の 分 離

2.2.1カ リヤ ス水 溶性 成 分 の 抽 出

ヵ リャ ス風 乾 細 片5.Og(無 灰 乾 燥 分 と して4.2g)を 容 量500mlの 丸 底 フ ラス コに 入

れ200mlの 蒸 溜 水 を 加 え,空 気 冷 却 器 を つ け て,湯 浴 上 に1時 間 加 熱 し,放 冷 の 後,=溶

出 液 と残 澤 を 別 け,残 津 は 再 び150mlの 蒸 溜 水 を も っ て 同 様 に 加 熱 抽 出 す る.抽 出 液 を

合 わ せ,減 圧 の 下 に400Cで 濃 縮 し,約1/4量70mlと し300ml容 量 の ビ ー カ ・一に 移 す.

液 を か き まぜ な が ら99%ア ル コ ー ルを 沈 澱 が 生 じな くな る ま で 加}る.沈 澱 を 遠 心 分 離

(1分 間5,000回 転)に よ って 黄 色 透 明の 上 澄 液 と分 け た.

2.2.2ア ル コ ー ル可 溶 分

2.2.1で 得 た アル コ ール 溶 液 は 燈 色 を 示 す.こ の溶 液 を減 圧 の 下 に38。Cで 濃 縮 して,

シ ラ ッ プ(0.759)と し,こ の0.509を100mlの 丸 底 フ ラ ス コに 採 り,25mlの エ ーテ

ルを 加 え防 湿 管 を つ け た デ イ ム ロ ー冷 却 管 を セ ヅ

トして,電 熱 バ ス上 で,1時 間還 流 す る.エ ーテ

ル 溶 液 を冷 却 後 に200mlの 活 栓 付`?イ エ ル フ ラ

ス コに3回 に及 ん で繰 返 し集 め る.エ ・一一テ ル抽 出

液 に 芒 硝 を 加 え て一 夜 放 置 後,濾 過 し,濾 液 を 減

圧 下30。Cで 濃 縮 し,淡 黄 色 の結 晶状 固体 を得 た.

収 量=20mg.

2.2.3水 溶 性 色 素 の 薄 層 ク ロ マ トグ ラ フイ

試 料 と して2.2.1で 得 た 水 溶 液,2.2.2の ア ル

コ ール 可 溶 分 シ ラ ップ,エ ー テ ル不 容 分 シ ラ ップ

お よび エ.一..テル 可 溶 結 晶 固体 を}ら び,水 溶 液 は

表1.Rf値 と発 色に よる区別

試 ト恥

図1.薄 層 クpマ トグ ラ ム
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そ の微 量 を 毛 細 管 に採 り他 は水 溶 液 と して 毛 細 管 に 吸 引 させ た.つ い で,20×10cmの ガ

ラ ス板 上 に,メ ル ク製 シ リカ ゲ ル を0.25mmの 厚 さに 塗 布 し乾 燥 させ た 後,原 点 に試 料

を ス ポ ッ トした.展 開 剤 は ク ロ ロホ ル ム ー メ タ ノ ・一ル3:2の 混液 を 用 い260C,2時 間

で あ る.呈 色 剤 は10%硫 酸 液 を 用 い,1400C,5分 間 保 って 図1の ク ロマ トグラ ムを 得 た.

そ のRf値 と発 色 区 別 を 表1に 示 した.

カ リヤ ス水 溶 成 分 は 原 点 に と どま る褐 色 の もの,そ れ よ り少 し上 部 に 短 か くテ ィ リン グ

す る部 分,平 均Rf-0.08,中 間 に 長 く尾 を 引 く部 分 平 均Rf-0.50,最 上 部 に 青 色 の リン グ

が 位 置 す るRf-0.97の 物 質 が 認 め られ る.ア ル コ ール可 溶 分 は 原 点 の 物 質 が 除 か れ,エ

ーテ ル 不 溶 は 中 間 部 分 が ,エ ー テル 可 溶 分 は 青 色 ス ポ ッ トの み とな って い る.

2.2.4色 素 類 の微 量 呈 色 反 応6)

2.2.3で 判 明 したRf=O.97を 含 む エ ー テル 可 溶 分 とRf=p.50の エ ーテ ル 不 溶 分 を そ

れ ぞ れ ミク ロ管 に 分 注 し,ア ル コ ール 溶 液 と して,フ ェ ー リン グ溶 液,塩 化 第二 鉄 溶液,

酢 酸 鉛 溶 液 等 に よ る呈 色 反 応 を表2
.色 素類の微量呈色反応
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図2.色 素 構 造

試 み,そ の結 果 を表2に 示 す.

Rf-0.97を 示 す 黄 色 溶 液 は

冷 時 フェ ー リソ グ溶 液 を還 元 せ

ず,塩 化 第 二 鉄 溶 液 に よっ て,

フ ラボ ンの呈 色 反 応 を顕 著 に現

わ す.1%苛 性 ア ル カ リに よっ

て 黄 色 沈 澱 を 生 じ,放 置 に よっ

て 徐 々に 赤 色 に 変 化 した.こ れ

は ア ピ ゲ ニ ソの 側 フ ェ ニ ー ル基

に 隣 接 す る2個 の 水 酸 基 を 持 つ

ル テ オ リンの 混 在7)を 示 す もの

で あ る.Rf-0.50の 淡 褐 色 の

ア ル コ ール 溶液 は 塩 化 第 二 鉄 に

よ り藍 黒 色 の 沈 澱 と酢 酸 鉛 に よ

っ て 白 色沈 澱 を 惹 起 す るか ら タ

ン ニ ソ質 の 存 在 を 認 め た.10%

硫 酸 に よ り赤 色 は カテ キ ンを 主

体 とす る と推 定 され る.尚,フ ェ ー リン グ溶 液 の 還 元 性 か ら タ ンニ ン配 糖 体 と して 存在 す

る と思 わ れ る.

2.2.5ア ル コー ル 不 溶 沈 澱(粘 質 物)

2.2.1で 得 た ア ル コー ル不 溶 沈 澱 は灰 色 で 吸 湿 性 で あ る.99%ア ル コー ル,エ ー テ ル で

順 次 沈 澱 を 洗 浄 し,真 空 乾 燥 器 中 で シ リカ ゲル上 で 乾 燥 した.

灰 白色 粉 末 収 量 一〇.35g

上 記 灰 白粉 末 の0.30gを50mlの 熱 水 に 溶 か し,活 性 炭 少量 を 加 え800Cの 湯 浴 上 に10

分 間 保 った 後,櫨 過 し櫨 液 と洗 浄 液 を 合 わ して,20mlま で 減 圧 下 に 濃 縮 す る.こ の液 に

酢 酸 鉛 水 溶液 を,も 早 や 白色 沈 澱 が 生 じな くな る ま で滴 下 し,生 じた 沈 澱 を 櫨 別 し,濾 液

にH2Sガ スを 通 し,黒 色 のPbSを ヌ ヅチ ェ で 吸 引 炉紙 上 に と どめ,櫨 液 を10m1に 濃

縮 し,倍 量 の99%ア ル コ ール を 加}て 白色 の沈 澱 を得 た.こ れ を ガ ラス フ ィル タ ー上 に 移

し,無 水 アル コール,つ い で エ ー テ ル で洗 浄 し真 空 乾 燥 し粘 質 物 を 精 製 した.
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白色 粉 末 収 量 一〇.149

2.2.6白 色 粘 質 物 の加 水 分 解

上 記 の 白色 粘 質 物25mgを 秤 り,容 量25mlの ナ ス型 コル ベ ソに入 れ,2N-HC12ml

を 加 え,逆 流 冷 却 管 を付 け て,湯 浴 上 に2時 間 加 熱 した.放 冷 後 コル ベ ンの 内容 液 を 櫨 過

し,フ ーマ ス質 を除 き蒸 溜 水 を 加 え て濃 縮 を く り返 え しexcessのHClを 放 遂 した 後,水

解 液 を シ ラ ップ と した.淡 黄 色 シ ラ ッ プ ー18mg・

この シ ラ ップ は甘 く,フ ェ ー リン グ溶液 を 直 ち に 還 元 し,オ ル シ ン反 応 は著 しい.

2.2.7粘 質 物 水 解 物 の ペ ーパ ー ク ロ マ トグ ラ フイ ー

東 洋櫨 紙No.51の30×40cmの 原 点 に1・5cmの 間 隔 を 保 って2.2.6で 得 た 試 料

(5γ)を水溶 液 と して ス ポ ッ トした.対 照 試 料 と して,各 種 の五 炭 糖,六 炭 糖,二 重 糖 お よ

び ウ ロ ソ酸 類 を 水 解 試 料 の 両 側 に 配 置 してい る.展 開液 はn一 ブ タ ノ ー ルー 酢 酸 一 水(4:

1:2)で,上 昇 法 に よ り24～270C,24時 間 行 な った.呈 色 剤 は0一 ア ミノ フ ェ ノ ールー

燐 酸一 アル コ.一一.ル液 で あ る.図3は 得 られ た ぺ ・一一一パ ー ク ロマ トグ ラ ムで,そ のRf値 と発

色 に よ る区 別 を 表3に 示 した.

この 結 果 は 水 解 液 がRfO.39で 青 色 に 発 色 す る こ とに よ りキ シR・一ス を,ま たRf-0・36

で褐 色 に 発 色 す る グル コー ス の存 在 が 判 明 した.青 色 の 部 分 が 濃 く,グ ル コr-一スの 部 分 が

淡 く含 有 多 糖 類 は キ シ ロ'一一一ス に グル コ・一一ス が随 伴 す る組 成 と見 倣 され る.

2.2.8ア ル コ ー ル不 溶 ・酢 酸 鉛 に よ る 沈 澱

2.2.5で 得 られ た 酢 酸 鉛 溶 液 の

滴 下 に よ っ て生 じ た 白 色 沈 澱 を

50ml容 量 の ビ・一一力 ・一一中へ 移 し,

10%硫 酸 を 加 え て分 解 し,硫 酸 鉛

の沈 澱 を櫨 別 して 淡黄 色 の液 を 得

た.こ れ を濃 縮 して 結 晶 性 淡 黄 色

表3.Rf値 と発 色に よる区別

試 卜*

図3.ペ ーパ ー ク ロ マ トグ ラム
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固 体0・109と な る.こ の もの は 塩 化 第 二 鉄 溶 液 で藍 色 を示 し,10%硫 酸 と加 熱 す る と美

しい 赤 色 と な る.カ テ キ ン系 の タ ンニ ンを確 認 した .

2.3染 色実 験

2.3.1試 験 布 の精 練

絹 と木 綿 布 はILの ビ ーカ ・一一中 に2.1.4で 調 製 したPh-9.6の 椿 灰 汁500mlを 入 れ,

沸 騰 温 度 に 湯 浴 上 で 保 った 後 に,投 入 して,ガ ラス棒 でか き まぜ1時 間 精 練 した 後,冷 水

で 洗 い風 乾 した.無 媒 染 の 目的 に は,こ の 精 練 布 を再 び沸 騰 蒸 溜 水 に浸 漬 か くは ん して 吸

着 した 灰 汁 の 金 属 塩 を 除 く.5分 間 処 置 して 水 洗 し風 乾 して用 いた.木 灰 媒 染 の 目的 に は

精 練 布 を 常 温(250C)で30分 間 椿 灰 汁 中 に 浸 漬 し金 属 塩8)を 吸 着 させ た 後,絞 って 風 乾 し

た も の を 使 った.前 者 をA.後 者 をBと 区 別 す る.

2.3.2カ リヤ ス染 液 の調 製

2.1.2の カ リヤ ス 細 片10gを 清 浄 な木 綿 布 を 包 み,蒸 溜 水Ph-6.2,200mlを 入れ た

ILの ビ ー カ ー中 に 漬 け,沸 騰 湯 浴 上 で30分 間 色 素 を 抽 出 す る
.抽 出液 を 別 け と り,さ ら

に150ml蒸 溜 水 を 加 え て 同 じ条 件 に第2回 の 抽 出 を 行 な い ,抽 出 液 を 合 わ せ て染 液 と し

た.染 液 収 量 一280ml

2.3.3染 色

染 液100mlを250mlの ビ ー カ ・一に 入 れ,98～1000Cの 湯 浴 中 に 漬 け,絹 お よび 木 綿

(2.3.1.A)15×20cmの 布 を それ ぞれ15min,液 中 に 浸 し,と き ど き布 を か き まぜ る.

10min,問 放 冷 して ビ ー カ ー よ り取 出 し,水 中 に5秒 す す い で 絞 り風 乾 した .1回 染 色 毎

に 測 定 用 のStripを 切 放 つ こ とは 既 報 の実 験 と同様 で あ る.染 液 は2回 毎 に 更 新 した.無

媒 染 染 色 布 が 得 られ る.椿 灰 汁 媒 染 は 絹 お よ び木 綿(2.3.1.B)を 用 い 上 記 と同 じ条 件 で

染 色操 作 を 行 な い,染 液 よ り絞 っ て取 出 し,椿 灰 汁 液 中 に5min,間 漬 け て絞 り,水 洗 し

て風 乾 す る.

2.4反 射 率 曲 線 と測 色 値9)

2.4.1絹 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.3.3の 染 布 は 同 じ グル ー プを 島 津 製 光 電 色 彩 計 に よ っ て1枚 の記 録 紙 上 に 可 視 部 の 反

射 率 曲線 を 画か す.同 時 にDigitalReadOutsystemに よ り送 られ るDigital電 気 信 号 か

ら,分 光 デ ー タをIBMカ ・一一一ドに 自動 穿孔 させ て,コ ン ピ ュ ー タ ーに よ っ て結 果 を ま とめ

た.図4に 無 媒 染 絹 布 の 反 射 率 曲線 を 示 した.表4は そ の 測 色 値 で あ る.λ4お よびPe

(%)はC.1.E色 度 座 標 に よ っ て求 め て い る.

表4.刈 安 絹 布 の 測 色 値

染色回数

1

2

3

4

5

X YZ

48.42

44.03

39.81

38.12

37.81

50.09

45.34

40.47

38.64

38.19

31.53

29.01

25.86

24.56

'.

y

0.372

0.371

0.375

0.376

0.377

0.385

0.383

0.381

0.381

0.381

え4Pe(%)

576.0

576.1

577.3

577.5

578.0

35.4

34.6

35.3

35.6

35.6

図4の 反 射 率 曲 線 は 染 色3回 に 致 っ てConstantに 達 して い る.表4の 測 色 値 の λ4の 値

と も合 っ てい る.Pe(0)は ほ とん ど変 化 せ ず 色 相 は1.C.IColorAtlaslo)に よ る と1

回 染 はN5R4Y6の 香 色(褐 黄 色)2回 染 はN6R6Y7で 櫨 色(黄 褐 色)で あ り,3回 染 は

N12RloY11と な り カ ーキ ー とな る.
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480580680700

波 長(nm)

図4.刈 安絹布の反射率曲線

次に椿灰汁媒染 カリヤス染絹布の測色値を表5に,反 射率曲線を図5に かかげる.

表5.刈 安絹布(灰 汁媒染)の 測色値

染色回数

1

2

3

4

5

X Y Z

47.90

46.61

43.03

,'

39.7?

51.76

50.43

46.33

・
.・

42.49

14.63

15.44

14.17

14.82

16.75

y

0.419

0.414

0.415

0.410

0.401

0.452

0.448

0,447

0.440

0.429

λ4Pe(%)

574.6

574.2

574.5

574.5

574.2

66.4

64.2

64.0

61.0

56.1

表5の 測 色値 は1回 の 染 色 で 美 しい 黄 色 の 得 られ る こ とを 示 し,NIRoY12の 刈安 色11)で あ

る.λ4も2回 以 上 と大 差 な くPe(%)は 染 色 を 重 ね る と低 下 して い る.2回 目の 染 布 は

N4R3Y13,3回 目の 染 布 の そ れ はN6R5Y14で 色 相 はshadeを 増 す.
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lUU

60

380 480580

波 長(nm)

図5.刈 安絹布灰汁媒染 の反 射率 曲線

2.4.2綿 布の反射率曲線と測色値

本綿の染色は絹布に較べて,

である.図6に その反射率曲線 表6に これの測色値を示す.

.:11!

色相は淡 く絹布 と格段の差があるが,そ の染色傾向は同じ

表6.刈 安 綿 布 の 測 色 値

染色回数

1

2

3

4

5

X Y Z

67.74

68.37

64.48

58.39

60.18

69.53

70.27

・:・

59.62

61.39

62.97

65.58

60.51

50.60

52.58

y

0.338

0.334

0.337

0.346

0.345

0.347

0.344

0.345

0.353

0.352

λ4Pe(%)

576.0

575.0

576.0

577.1

577.0

16.0

14.2

15.4

19.7

19.3

λ4の 変化の小さいことと,Pe(0)の 低さは如実に示されている.灰 汁媒染による綿布

のカ リヤス染は色相は浅いが染色の回を重ねると着実に濃 くなりshadeが 小さい特色があ
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波 長(nm)

図6.刈 安綿布の反射率 曲線

る.無 媒 染3回 のN7R5Y5は 褐 黄 色 で あ るが,媒 染3回 はN2R2Yloの 鮮 や か な黄 色 で あ

る.

2.5金 属 塩 の 媒 染 効 果12)

2.5.1媒 染 金 属 塩 溶 液

カ リヤ ス 染 色 は 灰 汁 媒 染 に よ って 古 代 よ り美 くしい 黄 色 を 得 てい る.灰 汁 中 のAlイ オ

ンの 効 果 と推 測 され るが,各 種 の 金 属 塩 の 媒 染 作 用 を 比 較 のた め既 報 の如 く表7に 示 した

各 種 金 属塩 水 溶液100m1つ つ を用 意 した.溶 解 度 の 小 さいCrは0.5%で あ る.

2.5.2試 験 布

水 洗 した 絹 布 と綿 布15×20cmを 用 い,中 性 洗 剤59を 水500mlに とか したILビ

ー カ ーに 入 れ,1時 間 か る く藁 沸 し,布 を か き まわ しな が ら精 練 す る.水 洗 後 風 乾 して 用

い た.

2.5.3染 色 と媒 染

2.5.2の 処 理 を した 絹 布 お よ び綿 布 を2.3.2の 染 液100mlを 入 れ た300mlの ビ ー カ
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表7.金 属媒 染 剤(Metallicmordantsfordyeingtest)

elementFormulaofsaltIoniccolourGramsoperlml(/)

Al(III)

Cu(Ib)

Sn(IV)

Pb(IV)

Sb(V)

Bi(V)

Mo(VI)

Cr(VI)

Fe(VIII)

Ni(VIII)

Co(VIII)

K2SO4・Ala(SO4)3.24H20

CuSO4.5H20

SnCl4.3H20

Pb(NO3)a

SbC13

Bi(NO3)3.5H20

(NH4)6Mo7024.4H20

CrC13

FeC13

NiC13

CoC13

blue

green

yellow

green

blue

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

380

Al

Cu

480580680700

波 長(nm)

図7.刈 安 絹 布(A1,Cu媒 染)の 反 射 率 曲 線
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試 料

Al媒 染

Cu媒 染

表8.刈 安絹布Al,Cu媒 染の測色値

XYZIxy λ4Pe(%)

41.4144.1218.85

33.2235.5614.80

0.3960.422

0.3970.425

574.053.4

574.154.0

一中に浸し,沸 騰湯浴上で1時 間染色 し,水 洗後風乾する.風 乾した染布をそれぞれ5×5

cmの 布片12枚 に切断する.切 断 した絹布と綿布を再び新 らしい染液中で沸騰湯浴上に30

分間染色を重ね絞って水洗 し,絹 布 と綿布の1組 を残 し,直 ち)/T100mlの ビ・一一カー中に

各種の媒染液30mlを 入れた11個 の媒染浴中に絹と木綿の1組 つつ常温で漬け,拡 げて,

かきまぜ15分 間媒染する.軽 く水洗 し直射 日光をさけて風乾した.

2.5.4金 属媒染絹布の反射率曲線と測色値

(i)ア ル ミニウムおよび銅媒染

図7に アル ミニウムおよび銅媒染の反射率曲線を,表8に その測色値を示 した.

A1の 反射率曲線とcuの それを較べると,前 者のcurveは 後者の上方にあ り,え4574.0

380480580680?00

享皮 長(nn1)

図8.刈 安 絹 布(Sn.Pb.Sb.Bi媒 染)の 反 射率 曲 線
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表9.刈 安絹布SnPbSbBi媒 染の測色値

料 試

Sn媒 染

Pb媒 染

Sb媒 染

Bi媒 染

X Y Z

53.45

40.42

47.53

46.61

53.5141.74

42.8022.21

48.0934.72

48.3031.41

y

0.3590.359

0.3830.406

0.3640.369

0.3690.382

λ4Pe(%)

579.5

574.7

578.0

575.7

24.7

43.9

28.7

34.1

Pe%53.4は 黄 色 の 主 波 長 と刺 激 純 度 の 向 上 を 示 してい る.1.C.IAtlasの 色 相 はN5R6

Y14の 王 朝 色名"刈 安"に 一 致 した.Cuの λ4は574.1Pe%54.0で あ り,色 相 はNgB2

Y18と な り,"黄 橡"(き つ るば み)で あ る.

(ii)錫,鉛,ア ン チ モ ンお よび 蒼 鉛 媒 染

図8の 反 射 率 曲線 の うち週 期 律 表 第4族 のSnとPbは 原 子 量 の重 いPbが 下 方 に あ り,

第5族 のSbとBiは 黄 色 吸 収 帯 付 近 でCrossす る状 態 は 前報13)の クチ ナ シ媒 染 の 場 合 と

resemblecloselyで あ る.カ ロチ ノイ ド色 素 と フ ラボ ソ色 素 の 構 造 上 の 差 異 よ りも金 属 媒

M〔,

・1

0

N

C

Cr

re

380480580680700

波 長(nm)

図9.刈 安 絹 布(Cr.Mo.Fe.Ni.Co媒 染)の 反 射率 曲 線
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表1α 刈安絹 布CrMoFeNiCo媒 染の測色値

試 料

Cr媒 染

Mo媒 染

Fe媒 染

Ni媒 染

Co媒 染

XYZ

一

x yλ4Pe(%)

31.18

40.55

14.84

44.65

42.13

31.70

40.78

15.40

46.17

43.13

11.50

14.22

11.17

31.98

29.19

0.419

0.424

0.358

0.363

・i

0.426

0.426

0.3?1

0.375

0.376

577.5

578.0

575.7

576.0

577.0

58.9

60.6

27.7

30.2

32.0

染 剤 の効 果 が 見 られ る,表9の 測 色 値 を 見 る とSnとPbが 榿 黄 色,SbとBiが 赤 黄 色 で

あ っ て,特 にPbはN4R5Y14の 色 相 で 美 し くPe(%)も4者 の 中 で..a:高 い値 で あ る.

(iii)ク ロ ム,モ リ ブデ ン,ニ ッケ ル,コ バ ル トお よび 鉄 媒 染

週 期 律表VI族 のMoとVIII族 のFeが 図9の 反 射 率 曲 線 に お い て特 異 な軌 跡 を示 し,

Moは 黄 色 波 長570-590nm付 近 で急 上 昇 してNiとCoの 曲線 とcrossし てい る.Fe

は 反 射 率 低 く濃 色 ライ ンを 占め て い る.表10の 測 色 値 に お い てMoは 刺 濃 純 度60%で1.

C.IColorAtlasの 測 色 相 はN6Rl1Y14の 明 る い黄 土 色 で あ り,CrのN12R8Y15朽 葉 色

やNiとCoのNl1RgY13,N12R7Y13の 褐 黄 色 と格 差 の 美 し さを 示 す.FeはN18R7Y15の

茶 褐 色 で王 朝 色名 の"柴"(ふ し)に 近 い.

金 属 媒 染(i)(ii)お よび(iii)の 絹 と同 じ傾 向が 参 考 に 染 めた 木 綿 に も見 られ た.

3.実 験結果と考察

3.1カ リヤ スの 水 溶 成 分 に つ い て

3.1.1カ リヤ スの 色 素

カ リヤ ス の水 溶 成 分(染 色 関 与 物)か ら色 素 と して ア ピゲ ニ ン とル テ オ リンの 存 在 す る

こ とが 薄 層 久 ロマ トの呈 色反 応 に よ って 認 め られ た.そ の含 有 割 合 は ア ピ ゲ ニ ソが 主 成 分

で あ る.

3.1.2粘 質 物

キ ハ ダ水 溶 液 か らア ル コ ール に よ って 沈 澱 させ た 粘 質 物 に は糖 と タ ン ニ ンが 含 まれ る.

糖 と して は主 と して ペ ソ ト・一一一ス よ り成 り,小 量 の グル コー スが 含 まれ て い る.ウ ロン酸 は

検 出 しな か った.随 伴 す る色 素 を 活 性 炭 で 除 き,さ らに 酢 酸 鉛 で沈 澱 す る爽 雑 物 は タ ソ ニ

ソ配糖 体 で あ る こ とを 呈 色 反 応 に よ って 確 認 した.こ の も の が カ リヤ ス 染 色 に 当 って,色

相 にshadeを 与 え る原 因 で あ る.

3.2カ リヤ ス染 につ い て

3.2.1染 布 無媒 染 の 絹 お よび 木 綿 はshadeの あ る刺 激 純 度 の低 い褐 黄 色 で あ る.色 素 を

良 く吸 着 す る 絹 は 特 に 著 しい.ペ ソ トーザ ンを 主 成 分 とす る水 溶 性 多糖 類 は 助 剤 の 効 が キ

ハ ダ染 につ い て認 め る と ころ で あ った が,カ リヤ ス の場 合 に は タ ン ニ ンが 含 まれ て 褐 色 化

を 起 こす.灰 汁 媒 染 は そ の 成 分 中 のAl...が 染 布 の黄 色 純 度 を増 強 し,弱 ア ル カ リ性 の塩

類 が タ ソ ニ ンの 存在 に よ る褐 色 化 を 防 い で い る と考 え られ る.こ の こ とは 金 属 媒 染 のAl...

単 独 の もの よ りも,木 灰 媒 染 の もの がshadeの 少 な い 純 度 の 高 い も の が得 られ る事 に よ っ

て判 明 した.

3.3金 属 媒 染 剤 の効 果

各 種 金属 塩(主 と して塩 化 物)に よ る媒 染 効 果 の うち 黄 色 調 と刺 激 純 度 に効 果 の あ る も

の や異 な った 色調 を与}る もの が 得 られ た.
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3.3.1Al(III)は い わ ゆ る 刈安 色 を与 え,主 波 長 λ4574.0,Pe%53.4で あ る.Cu(1)

はNgB2Y18と い う黄 橡 色 を 示 しPe%54.0で 純 度 も高 く,櫟 の 実 と灰 汁 で染 め る黄 橡 染

布 よ りも美 し く色 は 冴 え る.

3.3.2Sn(IV)とPb(IV)は 澄 黄 色 を 与 え,Sb(V)とBi(V)は 赤 黄 色 で あ る.特

にPbの 色 相 はN4R5Y14と い うShade少 な く美 しい の は注 目され る.

3.3.3Cr(VI),Mo(VI),Fe(VIII),Ni(VIII)お よびCo(VIII)こ れ らは 金 属 水 溶

液 の 色 相 の 淡 い もの が,反 対 に 濃 い 色 相 を与 え る通性 が あ るがMo(VI)はPe%60%,

N6Rl1Y14の 明 るい 黄 土 色 を 示 す の は 著 しい 効 果 で あ る.Feは 茶 褐 色 の 王 朝 の 「柴 」(ふ

し)の 色 調 を 出 す.

3.4草 木染 のShadeに つ い て

草 木 染 は そ のShadeが 人 造 染 料 に お い て見 られ な い渋 い 色 調 を与x.る こ とを そ の 特 徴

とす る.こ のShadeを 解 明す る のが,本 研 究 の 一貫 した 課 題8)で もあ るが,そ のShade

を与}る 大 き い 因 子 は 材 料 中 に 含 有 され る タ ン ニ ン配 糖 体 で あ る.助 剤 の 多 糖類 と タ ソ ニ

ンの添 加 に よ り,合 成 染料 を用 い て 草 木 染 のShadeを 与 え る こ とは 可 能14)で あ る.

終 りに,色 彩 測定 に あた って 機 器 使 用 の 便 宜 を 与 え られ ま した 住 友 化 学 工 業 株 式 会 社 大

阪 製 造 所 色彩 研 究 室 村 田幸 男先 生 に 厚 く御 礼 を 申 し上 げ ます.
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Summary

KariyasuyellowdyeingwasthemostpopulardyeinginancientJapan.Thestem

ofKariyasuwhichgrowsinhighlandsisextractedwithhotwater.Theclothesare

dyedwiththeextractandthenmordantedbymeansofcamalliaashjuice.Kariyasu

dyestuffisflavonesandcontainstannin.ItwascomfirmedbyTLCthattheflavones

wereconsistedofapigeninandsmallquantitiesofluteolin.Thetanningivesbrown

shadeinthisdyeing.Itisthoughtthatancientpeoplemordantedtheclothestoelimi-

natethisdisadvantageofKariyasudyeing,

DyeingtrialwithbothKariyasuandmetalsaltsemployingmordantedsilkclothgave

thevariousshades.Thefollowingdeductionsmaybemadefromthesetestsofthe

coloredclothes.

(1)Inthe3th,4thand5thgroupsofperiodictablescolordevelopsastheatomic

weightincreases,Thesequenceofcolordevelopmentisparallelwithyellowand

orange.

(2}Inthe6th,7thand8thgroupmetals,weakcolorionelementshowsmuchcolor

deepdevelopment,i,e.MoionshowsbrilliantorangeyellowcoloragainstFeCl3gives

greenishbrowncolor.


